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新害虫「アワダチソウグンバイ」 
　平成15年の夏に、県内各地のキクでグンバイム

シによる被害が発生しました。採集した標本は、

関西大学の宮武頼夫博士によって、アワダチソウ

グンバイCorythucha marmorata（Uhler）と同定

されました。本種は平成11年に西宮市のセイタカ

アワダチソウで初確認された中南米原産の侵入種

で、近畿圏の各地に分布を拡大しています。 

 
形態の特徴と被害
　成虫（写真１）は、相撲の行司が使う軍配に似た

形をしています。前翅に多数の褐色斑紋があり、

周縁には小棘が列生することから他のグンバイム

シ類と区別できます。卵（写真２）は葉裏の葉脈沿

いに産み込まれ、幼虫（写真３）は葉裏に集合して

います。 

　加害する作物は主にキクやヒマワリなどのキク

科作物とサツマイモ、アメリカンブルーなどのヒ

ルガオ科作物です。成虫と幼虫の吸汁によって葉

表にハダニ被害よりやや大きい白斑が発生し、葉

裏にはアブラムシ被害に似たスス症状が発生しま

す。花き類では美観を著しく損ねますので注意が

必要です。このほか、６月頃には露地ナスも加害

されますが、ナスでは増殖しないようなので、対

策は不要と思われます。 

 

発生時期
　本種は主に、林縁部のセイタカアワダチソウで

成虫越冬し、４月中旬に第１世代幼虫が発生しま

す。その後、羽化成虫が作物に飛来し、加害が始

まると考えられます。加害時期は５月下旬～10月

頃までで、この間、発生量の変動は多少あるもの

の、ほぼ連続して圃場への飛来が続きます。殺虫

剤には比較的弱く、慣行の殺虫剤散布を定期的に

行っている圃場では被害はほとんど発生しません

が、防除を長期間省略している場合には激しい被

害が発生します。 

 

防除対策
　本種はここ数年、県内全域のセイタカアワダチ

ソウで激発しており、これが主な発生源となって

います。国内に土着するグンバイムシ類の場合は、

卵寄生蜂や捕食性天敵によって自然発生量がコン

トロールされています。しかし、侵入種である本

種には有効な土着天敵が存在しないために、激発

を招いている可能性があります。雑草地や路傍に

生えているセイタカアワダチソウを全て除草する

のは不可能ですし、多発してから除草すると、逆

に圃場内に追い込んでしまうことになります。病

害虫防除所の調査では、スミチオン乳剤、オルト

ラン水和剤、ＤＤＶＰ50乳剤、トレボン乳剤、ア

グロスリン乳剤、アクタラ顆粒水溶剤などの殺虫

剤の効果が高いことが分かっています。アブラム

シなどの防除と兼ねて、これらの剤の定期的な散

布で防除するのが確実な対策と考えられます。 

（虫害防除チーム　井村岳男） 
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